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浦
卓
夫
会
長
は
、
お
金
の
あ

る
な
し
で
医
療
に
差
別
を
し
な

い
、
「
無
差
別
・
平
等
」
を
掲

げ
る
民
医
連
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
仲
間
と
『
い
つ
で
も
元

気
』
誌
を
増
や
そ
う
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

宮
原
重
佳
院
長
か
ら
、
経
営

困
難
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計

画
を
一
旦
ス
ト
ッ
プ
す
る
が
、

職
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
友

　

発
言
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。
（
順
不
同
）

　
法
典
地
区
の
初
見
さ
ん
、
高

山
さ
ん
▼
楽
し
い
企
画
を
継

続
し
て
会
員
間
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、
初
め
て
参
加
し
て
も

　

５
月
25
日
（
土
）
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

に
て
、
地
区
役
員
な
ど
63
名
の
参
加
で
健
康
友

の
会
第
44
回
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

の
会
と
と
も
に
前
進
し
て
い
き

た
い
と
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
大
山
由
紀
子
看
護
部
長
や

３
人
の
研
修
医
か
ら
も
自
己
紹

介
と
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
勢
事
務
局
次
長
か
ら
23
年

度
の
活
動
を
ふ
ま
え
た
24
年
度

の
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。(

概
要
は
以
下)

　
第
１
章　
憲
法
を
生
か
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
守
る

　

「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
に
反
対

し
、
社
会
保
障
や

国
民
生
活
切
り
捨

て
に
つ
な
が
る
大

軍
拡
路
線
を
や
め

さ
せ
る
な
ど
、
平

和
を
守
る
運
動
を

強
め
ま
す
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
参
加

し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。

　
第
２
章　
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り

　

地
域
の
諸
団
体
と
の
連
携
を

強
め
、
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
こ

と
や
生
活
を
支
え
る
た
め
の
居

場
所
づ
く
り
、
助
け
合
い
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
３
章　
健
康
づ
く
り
を
促

進
す
る

　

職
員
と
連
携
し
健
康
講
座
や

保
健
大
学
を
行
い
、
若
い
世
代

向
け
の
企
画
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
骨

密
度
測
定
の
再
開
を
模
索
し
ま

す
。

　
第
４
章　
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
、
改
悪
を
や
め
さ
せ
る

　

社
会
保
障
を
後
退
さ
せ
る
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
に
反
対

し
、
国
保
料
・
介
護
保
険
料
値

上
げ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
、

現
行
保
険
証
の
廃
止
を
や
め
さ

せ
る
運
動
を
強
め
ま
す
。
相
談

会
活
動
に
取
り
組
み
、
社
保
学

校
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
５
章　
病
院
と
協
力
・
共

同
し
て
、
よ
り
よ
い
医
療
・
介

護
活
動
を

　

院
所
利
用
委
員
会
を
通
じ

て
、
各
施
設
利
用
の
問
題
や
課

題
を
解
決
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。
巡
回
バ
ス
を
効
果
的
に
運

用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
の
は

な
」
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
・
生
活

支
援
を
強
め
ま
す
。

　
第
６
章　
地
球
温
暖
化
や
環

境
破
壊
を
く
い
止
め
、
自
然
災

害
対
策
強
化
を

　

温
暖
化
と
健
康
へ
の
影
響
や

環
境
破
壊
問
題
の
学
習
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
、
災
害
対

策
の
強
化
の
た
め
の
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
第
７
章　
会
員
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
、
大
き
な
組
織
に

　

「
入
っ
て
よ
か
っ
た
、
楽
し

く
役
に
立
つ
」
友
の
会
活
動
を

め
ざ
し
ま
す
。
新
し
い
層
と
の

２
０
２
４
年
度
役
員
体
制

会
長　
　
　

 

浦　
　

卓
夫

副
会
長　
　

 

庄
子　

せ
つ
子

　
　
　
　

   

田
中　

順
一

　
　
　
　

   

田
中　

タ
エ
子

　
　
　
　
　

 

戸
辺　

健
治

事
務
局
長　

 

池
田　

誠
治

事
務
局
次
長 

楠
本　

優

　
　
　
　
　

 

松
村　

真
子

　
　
　
　
　

 

永
井　

出

一
人
で
参
加
し
て
も
、
居
心
地

が
良
け
れ
ば
友
達
を
連
れ
て
き

て
く
れ
る
し
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な

る
。
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
、
景
品
の
用
意
等
の
工
夫
も

し
て
い
る
。
７
名
の
会
員
拡
大

が
で
き
た
。

　
前
原
・
中
野
木
地
区
の
岩
谷

さ
ん
▼
二
和
病
院
か
ら
距
離

が
あ
り
、
役
員
が
高
齢
化
し
て

い
る
。
二
宮
・
三
田
地
区
と
合

同
で
「
認
知
症
に
つ
い
て
」
を

開
催
し
大
正
琴
も
行
い
他
団
体

に
呼
び
か
け
、
近
所
に
チ
ラ
シ

を
ま
き
、
会
員
以
外
に
も
知
ら

せ
た
と
こ
ろ
非
会
員
も
含
め
34

名
が
参
加
し
て
く
れ
た
。

　
高
根
台
地
区
の
瀧
口
さ
ん
▼

健
康
講
座
や
行
事
は
、
チ
ラ
シ

を
開
催
場
所
周
辺
や
新
興
住
宅

地
に
会
員
の
５
倍
を
配
布
、
自

治
会
・
ス
ー
パ
ー
、
地
区
社
協

の
掲
示
板
等
に
も
ポ
ス
タ
ー
を

貼
ら
せ
て
も
ら
い
広
く
宣
伝
し

て
い
る
。
木
戸
川
散
策
で
は
３

分
の
１
が
非
会
員
だ
っ
た
。

　
二
和
地
区
の
岡
本
さ
ん
▼

３
月
に
二
和
、
八
木
が
谷
、
大

穴
・
三
咲
、
鎌
ヶ
谷
東
の
４
地

区
合
同
で
、
池
田
美
佳
医
師
を

講
師
に
「
元
気
で
年
を
重
ね
て

二和地区
岡本さん

放射線科
大竹さん

法典地区
初見さん・高山さん

結
び
つ
き
を
探
求
し
、
担
い
手

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
全
て
の
議
案
を
採
択

　

23
年
度
決
算
及
び
24
年
度
予

算
案
、
議
案
を
深
め
る
６
人
の

方
の
発
言
を
含
め
、
す
べ
て
の

「
構
想
を
考
え
る
市
民
連
絡
会
」

の
方
の
案
内
で
超
軟
弱
地
盤
を

見
学
し
た
。

　

船
橋
市
議
の
神
子
さ
ん
▼

海
老
川
の
開
発
問
題
で
は
、
当

初
予
算
が
４
３
７
億
円
だ
っ
た

も
の
が
８
８
８
億
円
に
な
り
、

総
額
は
１
千
億
円
を
超
え
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の

一
方
で
国
保
料
が
今
年
は
７
５

０
０
円
値
上
げ
さ
れ
、
２
年
ご

と
に
同
額
の
値
上
げ
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
放
射
線
科
の
大
竹
さ
ん
▼

18
名
の
技
師
の
内
半
数
は
女
性

い
く
た
め
に
」
の
健
康
講
座
を

行
い
、
１
３
５
名
の
方
が
参
加

し
た
。
二
和
町
会
、
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
、
い
づ
み
ハ
イ
ツ
自
治

会
、
ふ
た
わ
地
区
社
協
、
二
和

公
民
館
に
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
二

和
町
会
で
は
60
班
に
回
覧
板
を

回
し
て
く
れ
る
な
ど
多
大
な
協

力
を
得
た
。
地
域
の
団
体
と
一

緒
に
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。

　
習
志
野
台
地
区
の
佐
藤
さ
ん

▼
自
分
た
ち
が
講
師
に
な
れ

ば
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

役
員
３
名
で
浜
町
公
民
館
の

「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
講
座
を
受
講

し
資
格
を
取
得
し
た
。
メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
の
海
老
川
上

流
で
「
桜
を
見
る
会
」
を
行
い

な
の
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
等

は
女
性
技
師
限
定
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｔ
が
更

新
さ
れ
、
よ
り
少
な
い
被
ば
く

線
量
で
検
査
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
30
年
く
ら
い

前
か
ら
担
当
地
域
の
「
ふ
れ
あ

い
」
の
手
配
り
を
継
続
、
同
地

域
の
高
齢
者
訪
問
も
行
っ
て
お

り
、
直
に
地
域
の
方
の
声
が
聞

け
る
貴
重
な
時
間
と
考
え
て
い

る
。

宮原院長

議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
の
選
出
、
退
任
役
員

を
紹
介
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

友の会の力を生かし、誰もが生き生きと
暮らせる地域づくりをすすめよう !

友の会の力を生かし、誰もが生き生きと
暮らせる地域づくりをすすめよう !

第 44 回 船橋二和病院健康友の会 総会 開催 !

貴
重
な
活
動
経
験
を

　
　
　    

６
名
が
発
言

貴
重
な
活
動
経
験
を

　
　
　    

６
名
が
発
言
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生き生き友の会・地域の活動

　5月24日(金)、里見公園のバラ見学に17人参加
で行って来ました。曇り空のもと江戸川の土手を軽
やかに歩き、公園に着くと満開のバラがお出迎えで
す。バラの香りに包まれ写真をパチリ。散策、ゲー
ムを楽しみ、おばさん達の井戸端会議にも花が咲き
ました。　　　　　　　　　（法典地区　初見政子）

法典

　5月24日（金）、膝関節痛の健康講座を開催しま
した。二和病院の理学療法士2人を講師に迎え15人
の参加がありました。実際に医療現場で行っている
運動も体験でき、参加者からは「若い先生たちに会
えて良かった」「筋トレが実際にできてよかった」
などの感想が。足がつった時の対処法も今後役に立
ちそうです。　　　　　(習志野台地区　松本純子)

習志野台

　5月15日(水)、8人で草ぶえの丘へ。癒される広
大なバラ園は、バラの育種に情熱を注いだ「ミスタ
ーローズ」こと鈴木省三氏が手掛けたとか。またヤ
ギのポニョ親子、色鮮やかな羽を広げて迎えてくれ
た孔雀、童心に返り万歳をして乗ったミニ鉄道。爽
やかな風と眩しい新緑にリフレッシュ出来た1日で
した。　　　　　　　（大穴・三咲地区　木﨑ひろ美）

大穴・三咲

　５月21日（火）、健康講座「高齢者のタメになる
食事」を開催、36人が参加しました。二和病院の
中村管理栄養士さんにお話していただき、日頃の食
生活を見直すよい機会になりました。後半はサンヨ
ー亭シャープさんの落語で久しぶりに笑い、楽しい
ひと時を過ごしました。　(八木が谷地区　東幸子)

八木が谷

　5月14日（火）、7人で谷津バラ園へ行ってきまし
た。前日に降った雨で少し傷んでいましたが、世界
各国800種類のバラの多さに圧倒されました。自由
に散策した後、みんなで記念写真を撮って公園を後
にしました。

(鎌ヶ谷東地区　並木美代子)

鎌ヶ谷東

　5月30日(木)、西白井複合センターで白井健康友の
会主催の健康講座「認知症と包括支援センターの役割
について」を開催し、63人の参加がありました。認知
症の予防や治療について、船橋二和病院・認定看護師
の松丸さんが講演。認知症を発症し認知機能が低下す
ると、活動量も減少しさらに認知機能が低下するとい
う悪循環に陥るので、そうならないための予防の重要
性が強調されました。　　　　 （白井地区　池田誠治）

白井

　

統
計
の
あ
る
１
９
６
６
年

か
ら
２
０
２
３
年
の
57
年
間

で
、
千
葉
県
の
7
月
の
平
均

最
高
気
温
は
26
・
８
度
か
ら

32
・
４
度
と
５・
６
度
、
８
月

は
４
・
３
度
も
上
昇
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
７
月
、
８
月

は
平
均
最
低
気
温
で
25
度
を

超
え
ま
し
た
。
熱
中
症
は
み

な
さ
ま
が
ご
存
じ
の
通
り
、

体
内
に
熱
が
『
こ
も
る
』
こ

と
で
起
き
ま
す
の
で
、
こ
れ

だ
け
気
温
が
上
昇
す
る
と
当

然
熱
中
症
も
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

熱
中
症
の
初
期
症
状

　
「
め
ま
い
」「
体
の
だ
る
さ
、

力
が
入
ら
な
い
」「
頭
痛
」
な

ど
が
症
状
と
し
て
有
名
で
す

が
、最
初
は
「
立
ち
眩
み
」「
呼

吸
が
速
い
」「
脈
が
速
い
」
と

い
っ
た
症
状
か
ら
始
ま
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
年

の
夏
は
こ
れ
ら
の
初
期
症
状

に
特
に
気
を
配
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

熱
中
症
の
予
防

　

予
防
策
は
無
数
に
あ
り
ま

す
が
、
と
に
か
く
『
適
切
な
』

水
分
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
際
に
診
療
に
あ
た
る
と
、

春
の
終
わ
り
や
夏
場
に
な
っ

て
も
飲
水
量
は「
一
日
に
コ
ッ

プ
３
～
４
杯
で
す
」
と
い
う

方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
ず
は
ご
高
齢
の

方
で
1
日
に
１
・
２
ℓ
、
若

い
方
は
２
ℓ
（
食
事
等
か
ら

の
摂
取
含
む
）
が
ひ
と
つ
の

目
安
に
な
り
ま
す
の
で
、
本

日
か
ら
意
識
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
腎

不
全
、
あ
る
い
は
心
機
能
が

十
分
で
な
い
と
い
っ
た
条
件

に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、

塩
分
・
糖
分
・
ミ
ネ
ラ
ル
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
も
お
す
す

め
で
す
。

熱
中
症
は
防
げ
る
病
気
で
す

　

今
年
４
月
に
は
、
小
学
校

の
遠
足
で
熱
中
症
に
な
っ
た

児
童
の
両
親
が
、
教
員
の
管

理
不
足
を
認
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
自
治
体
を
訴
え

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
し
っ
か
り
管
理
さ

れ
て
い
れ
ば
、
熱
中
症
の
発

症
は
未
然
に
防
げ
る
病
気
だ

か
ら
改
善
し
て
ほ
し
い
、
と

の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
熱
中
症
の
初

期
症
状
、
適
切
な
水
分
摂
取

量
の
2
点
を
頭
の
片
隅
に
入

れ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
実
際
に
熱
中
症
を
疑
う

症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
遠

慮
さ
れ
ず
お
近
く
の
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
に
つ
い
て

船
橋
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和
病
院
研
修
医
　
江
袋
仁
哉

ミ
ニ
医
療
講
座

原水爆禁止国民平和大行進2024
二和地域の「網の目行進」は７月１８日予定
核兵器廃絶を願って歩きましょう
　５月６日スタートした国民平和大行進は、被爆地・広島へ向けて
行進中です。船橋市は7月18日㈭、鎌ヶ谷市は7月19日㈮に市内を行進します。
　二和地域では、７月18日に健康管理センター９時集合で「網の目行進」を実施予定です。
ぜひ、一歩でも、二歩でもご一緒に歩きましょう。
戦争の準備ではなく平和のための外交努力を
　４月１０日に発表された日米首脳の共同声明は、米軍と自衛隊を一体化し、世界中でア
メリカといっしょに戦争をする宣言と言っても過言ではありません。しかも、それは核戦争
も排除していない危険なものです。
　脅威を煽って軍備を大増強するのではなく、憲法９条にもとづいて平和外交に徹し、世
界をけん引することこそ日本政府がすべきことではないでしょうか。
核兵器禁止条約　日本こそ参加を!
　唯一の戦争被爆国として、日本が核兵器禁止条約に参加し、核兵器のない世界をめざ
す運動の先頭に立つよう求めていきましょう。


